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越前がに初競り越前がに初競り
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1111
月月
1515
日
、雨
雲
を
晴
ら
し

日
、雨
雲
を
晴
ら
し

堂
々
の
オ
ー
プ
ン

堂
々
の
オ
ー
プ
ン

朝
と
れ
新
鮮
な
食
材
を

朝
と
れ
新
鮮
な
食
材
を

召
し
上
が
っ
て
ほ
し
い

召
し
上
が
っ
て
ほ
し
い

夜
を
彩
る

夜
を
彩
る

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
も
魅
力

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
も
魅
力

越
前
の
魅
力
あ
ふ
れ
る

越
前
の
魅
力
あ
ふ
れ
る

土
産
物
が
豊
富
に
並
ぶ

土
産
物
が
豊
富
に
並
ぶ

女
性
に
も
や
さ
し
い

女
性
に
も
や
さ
し
い

エ
コ
な
ド
ラ
イ
ブ

エ
コ
な
ド
ラ
イ
ブ

に
も
対
応

に
も
対
応

越
前
か
に
ま
つ
り

越
前
か
に
ま
つ
り

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
越
前
、
露
天
風

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
越
前
、
露
天
風

呂
漁
火
、
越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を

呂
漁
火
、
越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を

含
む
エ
リ
ア
が
、

含
む
エ
リ
ア
が
、
1111
月月
1515
日
に
道
の
駅

日
に
道
の
駅

「
越
前
」
と
し
て
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト

「
越
前
」
と
し
て
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
に
あ
た
り

を
切
り
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
に
あ
た
り

ア
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
越
前
内
を
改
装
し
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
越
前
内
を
改
装
し
、

賑
わ
い
の
空
間
を
設
け
ま
し
た
。
同
日

賑
わ
い
の
空
間
を
設
け
ま
し
た
。
同
日

行
わ
れ
た
落
成
式
に
は
、
大
勢
の
関
係

行
わ
れ
た
落
成
式
に
は
、
大
勢
の
関
係

者
が
詰
め
か
け
、
道
の
駅
の
完
成
を
祝

者
が
詰
め
か
け
、
道
の
駅
の
完
成
を
祝

い
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。

　

新
設
さ
れ
た
軽
食
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
自
ら

も
飲
食
店
を
営
む
地
元
水
産
会
社
が
入
店
し
、

朝
と
れ
の
新
鮮
な
魚
を
使
っ
た
食
事
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
特
に
オ
ス
ス
メ

な
の
が
秋
冬
限
定
の
「
越
前
さ
わ
ら
定
食
」

で
す
。
さ
わ
ら
の
西
京
焼
き
は
皆
さ
ん
ご
存

知
と
思
い
ま
す
が
、
刺
身
の
味
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。
食
感
は
と
ろ
り
と
し
て
、
味
わ

い
深
い
脂
が
特
徴
で
す
。
さ
わ
ら
は
鮮
度
を

維
持
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
生
で
食
べ
る
こ

と
が
出
来
る
の
は
漁
師
か
漁
港
近
く
の
人
た

ち
だ
け
で
し
た
。こ
ち
ら
で
は
、そ
ん
な
極
上

の
さ
わ
ら
を
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

施
設
前
に
あ
る
大
型
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
Ｌ

Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
設
置
し
、
夜
に
な
る
と
日
本

海
の
魚
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
が
輝
き
ま
す
。
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
夜

10
時
ま
で
営
業
し
て
い
る
温
泉
を
目
指
し
て

夜
の
ド
ラ
イ
ブ
は
い
か
が
で
す
か
。
夏
の
時

期
は
、
沖
に
い
か
漁
の
漁
火
が
煌
々
と
輝
き

夜
の
海
を
彩
り
ま
す
。

　

館
内
に
は
、
越
前
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
土
産

物
を
取
り
そ
ろ
え
た
越
前
ブ
ラ
ン
ド
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。
地
元
で
と
れ
た
新

鮮
野
菜
や
、
一
夜
干
し
な
ど
の
水
産
加
工
品
、

そ
の
ほ
か
越
前
焼
や
名
産
の
お
菓
子
な
ど
を

販
売
し
て
い
ま
す
。

　

露
天
風
呂
や
プ
ー
ル
を
併

設
す
る
道
の
駅
「
越
前
」
で

は
、
施
設
利
用
後
の
ド
ラ
イ

ブ
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た

め
、
パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
を
完

備
し
て
い
ま
す
。
身
だ
し
な

み
を
整
え
て
、
旅
の
続
き
を

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

電
気
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー

に
も
配
慮
し
た
急
速
充
電

器
を
1
基
設
置
し
て
い
ま

す
。
安
心
し
て
、
海
岸
線

の
ド
ラ
イ
ブ
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

　

オ
ー
プ
ン
当
日
は
毎
年
恒
例
の
「
越
前
か
に
ま
つ
り
」
も
開
か
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
地
元
鮮
魚
店
な
ど
が
出
店
し
、
越
前
が
に
は
も
ち
ろ
ん
新
鮮
な

魚
介
類
が
市
価
よ
り
安
く
販
売
さ
れ
た
特
産
コ
ー
ナ
ー
や
、
か
に
丼
や
イ
カ
焼

き
な
ど
飲
食
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
大
変
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

越
前
海
岸
の
豪
華
な
特
産
品
が
当
た
る
日
本
海
大
抽
選
会
や
、
格
安
の
「
セ

イ
コ
ガ
ニ
汁
」
販
売
で
は
長
蛇
の
列
が
出
来
る
大
盛
況
で
し
た
。

問
合
せ
先　

道
の
駅
「
越
前
」

営
業
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

　

漁　

火　

平　

日　

午
前
11
時
〜
午
後
10
時

　
　
　
　
　

土
日
祝　

午
前
10
時
〜
午
後
10
時

　

プ
ー
ル　

平　

日　

午
前
11
時
〜
午
後
９
時

　
　
　
　
　

日　

曜　

午
前
10
時
〜
午
後
８
時

　
　
　
　
　

土　

祝　

午
前
10
時
〜
午
後
９
時

電
話
番
号　

☎
３
７-

２
３
６
０

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
！！

海岸線沿いの賑わいを創出！
越前町の魅力を凝縮した新スポットに期待

道の駅「越前」
グランドオープン
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● 冬用タイヤを必ず装着しましょう。
タイヤはすり減っていませんか？

● 耐寒用品などを含めた非常持ち出し
品を準備しておきましょう。

● 路上駐車は除雪の妨げになります。
 路上駐車はせず、必ず
 駐車場にとめましょう。

冬への備えは万全ですか？ 12月1日から7日までは、「雪に備える週間」です。
冬を迎えるにあたってのルールやマナーを考え、安全、安心な冬を過ごしましょう。

雪が降るまでに…雪が降るまでに… 雪が降ったら…雪が降ったら…
● 寒い屋外で雪かきをするときは、健康管理に十分注意
しましょう。

● 降積雪時のマイカーの利用はなるべく控え、公共交通
機関を利用しましょう。

● 除排雪された雪の道路への投げ捨ては止めましょう。

● 小型除雪機による事故や屋根の雪下ろしによる転落な
どには十分注意しましょう。

● 生活道路や歩道、バス停、
消火栓、防火水槽、用水路
付近も地域ぐるみで雪かき
をしましょう。

建設課  ☎34 ｰ 8703問合せ先

冬季の水道使用に注意冬季の水道使用に注意

雪対策で快適な冬を！

冬期間の上下水道料のお知らせ冬期間の上下水道料のお知らせ

　これから寒くなるにつれ、凍結により水が出なくなったり、水道メーターや給水管が破損
するおそれがあります。いつでも安心して水を飲めるように次のことに注意しましょう。

　冬期間は積雪によりメーターの検針ができない場合があるため、その月の上下水道料金は
最後に検針した月の料金の9割を概算で請求し、その後検針した月に精算することになります。
　また、概算料金の期間は、検針のお知らせ票（レシート）が発行されません。
　口座振替の人は、結果をお知らせすることができませんので、お手数ですが通帳の記帳な
どによる確認をお願いします。

● 夜間に水を出しっぱなしにしない。
● 蛇口や水道メーターの周りに保温材や布
などを巻いて保温する。（凍結の防止）

● 融雪には水道水を絶対使用しない。
 （水不足の防止）
● 空き家や冬季に使用しない小屋などで
の、蛇口の閉め忘れがないよう点検する。

● メーター周りを除雪する。

▼凍ってしまい水が出ない場合は？
タオルをかぶせ、その上からゆっくりとぬるま湯を
かけて溶かします。直接熱湯をかけると破裂やヒ
ビ割れすることがありますので、ご注意ください。

▼水道管が破裂したときは？
メーター BOX内の止水栓を閉めて水を止めます。
そして、破裂した部分に布かテープを巻きつけて
応急処置をしてから、上下水道課および指定工事
業者へご連絡ください。

上下水道課  ☎34 ｰ 8707問合せ先

冬の準備はお済みですか冬の準備はお済みですか第15回全日本中学生都道府県対抗11人制ホッケー選手権大会
福井県男子・女子チームアベック優勝！

　11月8日・9日、福井県立ホッケー場と越前町立人工芝ホッケー場で、第15回全日本中学生都道
府県対抗11人制ホッケー選手権大会が開かれ、全国から男子23チーム、女子18チーム、約800人
の選手が参加しました。
　福井県男子チームは、準々決勝で京都府、準決勝で岡山県と対戦し両試合ともSO（シュートアウ
ト）戦にもつれこむ接戦を制し決勝へ進出しました。
　決勝では、強豪岩手県との対戦でした。前半開始からお互いの持ち味を発揮しながらのせめぎ合い
が続き、息の詰まる試合展開の中、前半11分、福井県の FW野村が得点を決めました。しかし前半
終了間際に岩手県に1点を返され、前半は同点で折り返しました。
　後半に入ると、福井県、岩手県、一進一退の攻防も激しさを増す中、後半12分にMF為国が追加
点を決めました。その後も危ない場面がありましたが、最後まで集中を切らさず守りきり、2対1で
激戦を勝利し、優勝を勝ち取りました。
　福井県女子チームは、2回戦、準々決勝、準決勝と、安定した強さを見せ、確実に勝利し決勝へ進
出しました。
　決勝では、男子と同様強豪岩手県との対戦でした。前半から福井県のペースで試合が進み、前半
18分に福井県の FW井上がチャンスで確実に
決め先制しました。その後、危険な場面もあ
りましたが、福井県の堅い守りで防ぐと、前
半を1対0で折り返しました。
　後半に入っても、福井県のペースで優位に
試合を進め、後半5分に再び、FW小林のドリ
ブル突破でチャンスをつくると、FW井上が
確実に得点を決め2対0とすると、最後まで得
点を許さず、強い福井県を見せて試合終了と
なり、優勝を勝ち取りました。
　今大会では、男子は2年連続の優勝、女子
は3年連続の優勝、2年連続のアベック優勝と
いう偉業を成しとげました。また、悪天候に
見舞われましたが、多くの観客・応援で盛大に
盛り上がりました。

結果
【男子の部】
2 回 戦 福井県 3－0 鳥取県

準々決勝 福井県 2－2
（SO 3－2） 京都府

準 決 勝 福井県 0－0
（SO 2－0） 岡山県

決　　 勝 福井県 2－1 岩手県

【女子の部】
2 回 戦 福井県 8－0 鳥取県
準々決勝 福井県 8－0 新潟県
準 決 勝 福井県 6－2 宮城県
決　　 勝 福井県 2－0 岩手県
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10
月
16
日
、
ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
ン
ド
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

第
10
回
越
前
町
長
杯
ペ
タ

ン
ク
大
会
が
開
か
れ
、
44

チ
ー
ム
１
４
６
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
今
年
が
最
後

の
ペ
タ
ン
ク
大
会
と
あ
っ

て
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、

腕
を
競
い
、
健
闘
を
称
え

あ
っ
て
大
会
を
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
決
勝
の
部
〉

　

優　

勝　

田
中
Ｃ
チ
ー
ム
（
朝
日
）

　

準
優
勝　

織
田
庚
申
Ｂ
チ
ー
ム
（
織
田
）

　

第
3
位　

上
糸
生
チ
ー
ム
（
朝
日
）

　

第
4
位　

上
戸
チ
ー
ム
（
織
田
）

〈
日
刊
県
民
福
井
賞
〉

　

優　

勝　

田
中
Ｃ
チ
ー
ム
（
朝
日
）

　

準
優
勝　

織
田
庚
申
Ｂ
チ
ー
ム
（
織
田
）

　

第
3
位　

上
糸
生
チ
ー
ム
（
朝
日
）

〈
交
流
の
部
〉

　

優　

勝　

三
床
チ
ー
ム
（
朝
日
）

　

準
優
勝　

田
中
Ａ
チ
ー
ム
（
朝
日
）

　

第
3
位　

気
比
庄
Ａ
チ
ー
ム
（
朝
日
）

　

第
4
位　

田
中
Ｄ
チ
ー
ム
（
朝
日
）

第
10
回
越
前
町
長
杯
ペ
タ
ン
ク
大
会

　

10
月
10
日
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
9
回

越
前
町
議
会
議
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
か
れ
、

秋
晴
れ
の
も
と
、
町
民
１
３
３
人
が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）（
○
内
の
数
字
は

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
回
数
）

【
男
子
の
部
】

　

優　

勝　

谷
口　
　

林
（
織
田
）（
51
打
③
）

　

準
優
勝　

寺
岡　

金
次
（
朝
日
）（
52
打
②
）

　

3　

位　

水
島　

晴
夫
（
織
田
）（
53
打
②
）

　

4　

位　

大
木　

節
雄
（
織
田
）（
54
打
②
）

　

5　

位　

藤
田　

彦
一
（
朝
日
）（
56
打
②
）　

【
女
子
の
部
】

　

優　

勝　

西
川　

栄
子
（
朝
日
）（
58
打
①
）

　

準
優
勝　

源
甲
斐
栄
子
（
朝
日
）（
60
打
①
）

　

3　

位　
佐
々
木
こ
は
る
（
織
田
）（
61
打
②
）

　

4　

位　

荒
木　

桂
子
（
朝
日
）（
61
打
）

　

5　

位　

加
藤
智
恵
子
（
朝
日
）（
62
打
①
）

第
9
回
越
前
町
議
会
議
長
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

▲男子の部で入賞された皆さん

▲女子の部で入賞された皆さん

　

10
月
12
日
、
三
重
県
の
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
で
２
０
１
４
お
伊

勢
さ
ん
全
日
本
男
女
混
合
綱
引
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
大

会
に
は
越
前
町
か
ら
、
笹
下
弘
毅
さ
ん
（
梅
浦
）、
山
本
和

代
さ
ん
（
江
波
） 
、河
合
淳
子
さ
ん
（
円
満
）
の
3
人
が
「
越

前
福
井
１
３
８
」
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

予
選
リ
ー
グ
（
福
井
・
広

島
・
大
阪
・
愛
知
・
香
川
）
は

難
な
く
1
位
で
通
過
、
決
勝

リ
ー
グ
で
は
、・
滋
賀
・
兵

庫
・
石
川
・
徳
島
・
愛
知
の
5

チ
ー
ム
と
対
戦
し
、
4
勝
1

敗
で
全
国
準
優
勝
と
な
り
ま

し
た
。

２
０
１
４
お
伊
勢
さ
ん
全
日
本
男
女
混
合
綱
引
大
会

　

10
月
19
日
、
坂
井
市
の
芝
政

ワ
ー
ル
ド
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

で
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
競
技
（
交
流
の
部
）

が
開
か
れ
、
越
前
町
か
ら
出
場

し
た
谷
口
林
さ
ん
が
2
位
を
大

き
く
引
き
離
し
、
優
勝
し
ま
し
た
。

　

結
果
の
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）（
○
内
の

数
字
は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
回
数
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
競
技
（
交
流
の
部
／
Ｄ
コ
ー
ス
・
男
子
）

　

優　

勝　

越
前
町　

谷
口　
　

林
（
51
打
③
）

’14
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
競
技（
交
流
の
部
）優
勝▲優勝した谷口さん

　

10
月
17
日
、
福
井
県
県
立
武

道
館
で
第
9
回
福
井
県
小
中
学

校
新
人
競
技
大
会
が
開
か
れ
、

別
司
宝
聖
さ
ん
（
越
前
中
2
年
）

が
60
キ
ロ
グ
ラ
ム
級
に
出
場
し
、

優
勝
し
ま
し
た
。

　

別
司
さ
ん
は
、
50
キ
ロ
グ
ラ
ム
級
に
出
場
し
た
1
年
生
の

秋
の
大
会
、
2
年
生
の
春
、
夏
の
大
会
と
県
大
会
を
3
連
覇

し
、
今
回
は
階
級
を
2
つ
上
げ
て
の
大
会
と
な
り
ま
し
た

が
、
得
意
の
大
外
刈
り
や
背
負
い
投
げ
で
一
本
勝
ち
を
重
ね

て
優
勝
し
、
県
大
会
の
連
勝
記
録
を
ま
た
ひ
と
つ
の
ば
し
ま

し
た
。

別
司 

宝ほ

う

聖せ

い

さ
ん（
越
前
中
2
年
）

第
9
回
県
中
学
校
新
人
競
技
大
会
優
勝
！！

　

町
営
球
技
場
に
て
、
朝
日
地
区
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
に

よ
る　

秋
の
大
会
と
紅
葉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内

の
愛
好
者
が
、
秋
の
大
会
に
は
１
０
４
人
、
紅
葉
大
会
に

は
１
１
３
人
が
参
加
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
満
喫
し
ま
し

た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）（
○
の
数
字
は
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
の
回
数
）

【
秋
の
大
会
／
10
月
24
日
・
町
営
球
技
場
】

【
男
子
の
部
】

　

優　

勝　

千
秋
修
一
郎
（
朝　

日
）
54
打
（
①
）

   

準
優
勝　
為
国
藤
左
ヱ
門
（
常　

磐
）
57
打
（
①
）

　

3　

位　

松
村　
　

肇
（
西
田
中
）
57
打

　

4　

位　

小
原　

茂
樹
（
田　

中
）
58
打
（
①
）

　

5　

位　

山
下　

茂
美
（
西
田
中
）
59
打
（
①
）

【
女
子
の
部
】

　

優　

勝　

荒
木　

桂
子
（
常　

磐
）
53
打
（
②
）

　

準
優
勝　

春
木　

久
子
（
内　

郡
）
53
打
（
①
）

　

3　

位　

高
橋　

悦
子
（
天　

宝
）
54
打
（
②
）

   

4　

位　

源
甲
斐
栄
子
（
新　

庄
）
54
打
（
①
）

　

5　

位　

佐
々
木
政
子
（
常　

磐
）
57
打
（
②
）

【
紅
葉
大
会
／
11
月
6
日
・
町
営
球
技
場
】

【
男
子
の
部
】

　

優　

勝　

牛
若　

一
男
（
朝　

日
）
51
打
（
②
）

   

準
優
勝　

西
尾　

佳
久
（
朝　

日
）
53
打
（
①
）

　

3　

位　

戸
田　

忠
則
（
上
糸
生
）
59
打
（
②
）

　

4　

位　

真
田　

正
雄
（
天　

宝
）
59
打
（
①
）

　

5　

位　

小
原　

茂
樹
（
西
田
中
）
59
打

【
女
子
の
部
】

　

優　

勝　

西
川　

栄
子
（　

市　

）
53
打
（
③
）

　

準
優
勝　

青
木
み
よ
の
（
常　

磐
）
53
打
（
②
）

　

3　

位　

春
木　

久
子
（
内　

郡
）
54
打
（
②
）

   

4　

位　

近
藤　

洋
子
（
乙　

坂
）
56
打
（
①
）

　

5　

位　

加
藤
智
恵
子
（
内　

郡
）
59
打
（
②
）

朝
日
地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

秋
の
大
会
＆
紅
葉
大
会

　

9
月
28
日
、
若
狭
町
の

三
方
勤
労
者
体
育
館
で
開

か
れ
た
大
会
に
越
前
男
子

Ｊ
Ｖ
Ｃ
チ
ー
ム
が
出
場
し

ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
低
年
齢

か
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
親

し
ん
で
チ
ー
ム
プ
レ
ー
の

楽
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
お
う
と
開
か
れ
て
い
る
大
会
で
、
県

内
の
12
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
越
前
Ｊ
Ｖ
Ｃ
チ
ー
ム
は
、
見
事

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
回
戦　

越
前
男
子
Ｊ
Ｖ
Ｃ　

2

０　

平　
　

章

二
回
戦　

越
前
男
子
Ｊ
Ｖ
Ｃ　

2

０　

王
子
保

準
々
決
勝　

越
前
男
子
Ｊ
Ｖ
Ｃ　

2

０　

三　
　

国

準
決
勝　

越
前
男
子
Ｊ
Ｖ
Ｃ　

2

０　

金　
　

津

決　
　

勝　

越
前
男
子
Ｊ
Ｖ
Ｃ　

2

０　

南
条
女
子

第
23
回
福
井
県
小
学
生
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会（
1
・
2
年
生
の
部
）優
勝
！！

右から浜野翔大さん（小樟）、京
谷雅景さん（小樟）、森下和道さ
ん（道口）、堤淳之介さん（厨）

　

11
月
4
日
、
県
庁
で
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
伝
達
式
が

行
わ
れ
、
消
防
功
労
に
よ
り
山
口
隆
夫
さ
ん（
境
野
）が
瑞
宝

双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
口
さ
ん
は
、
昭
和
45
年

か
ら
平
成
20
年
ま
で
の
38
年

間
に
わ
た
り
鯖
江
・
丹
生
消

防
組
合
職
員
と
し
て
、
町
民

の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、

危
険
性
の
高
い
業
務
に
精
励

さ
れ
る
と
と
も
に
、
消
防
力

の
強
化
や
充
実
に
も
尽
力
さ

れ
、
消
防
行
政
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
7
日
、
法
務
省
で
秋
の
叙
勲
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
更

生
保
護
功
労
に
よ
り
菅
原
隆
之
さ
ん（
笈
松
）が
、
瑞
宝
双

光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

菅
原
さ
ん
は
、
昭
和
60

年
に
保
護
司
と
な
っ
て
以

来
29
年
間
、
保
護
観
察
者

の
更
生
、
再
犯
防
止
に
取

り
組
み
、
丹
生
地
区
保
護

司
会
会
長
、
県
保
護
司
会

連
合
会
理
事
を
歴
任
さ
れ
、

現
在
も
保
護
司
と
し
て
ご

活
躍
中
で
す
。

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲　

山
口
隆
夫
さ
ん

秋
の
叙
勲　

菅
原
隆
之
さ
ん

▲内藤町長に受章を報告する菅原さん▲内藤町長に受章を報告する山口さん
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11
月
18
日
、
越
前
中
学
校
で
認
知
症
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
域
で
支
え
る

こ
と
が
大
切
な
認
知
症
に
つ
い

て
知
っ
て
も
ら
い
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
も

ら
う
た
め
、
各
集
落
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
町
が
開
い
て
い
る
も
の
で

す
。

　

今
年
度
は
中
学
2
年
生
が
日

頃
の
生
活
を
振
り
返
り
、
生
活
習

慣
病
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
認
知

症
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
も
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
！

　

10
月
20
日
、
鯖
江
交
通
株
式
会
社
か
ら
創
業
15
周
年
の
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て
車
椅
子
が
寄
贈
さ
れ
、
役
場
で
贈
呈

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
上
田
正
樹
社
長
が
内
藤
町
長
に
「
少
し
で

も
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
に
使
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
」
と
目
録
を
手
渡
し
、
内
藤

町
長
が
「
心
か
ら
感
謝
し
、
福
祉

の
増
進
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。」
と
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
車
椅
子
は
、
役
場

庁
舎
玄
関
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

車
椅
子
贈
呈
式

　

11
月
1
日
か
ら
3
日
ま
で
の
3
日
間
、
越
前
町
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
絵
画
・
書
道
・
写
真
な
ど
約
２
０
０
点
の
作
品

を
展
示
し
た
初
め
て
の
総
合
美
術
展
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

1
日
は
女
優
の
真
野
響
子
さ
ん
に
よ
る
文
化
講
演
会
が
行

わ
れ
、
真
野
さ
ん
か
ら
視
た
本
町
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
も

う
か
が
え
、
来
場
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

2
日
は
高
校
生
ら
に
よ
る
管
弦
楽
団
の
演
奏
の
ほ
か
、
歌

手
の
井
上
あ
ず
み
さ
ん
を
招

い
た
音
楽
祭
が
行
わ
れ
、
来

場
者
は
芸
術
の
秋
を
満
喫
し

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
2
、
3
日
に
は
町

内
の
史
跡
や
文
化
財
な
ど
を

巡
る
日
帰
り
ツ
ア
ー
が
行
わ

れ
、
県
内
外
か
ら
約
80
人
が

参
加
し
、
本
町
の
歴
史
や
文

化
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

11
月
2
日
、
朝
日
町
営
体
育
館
で
越
前
町
防
犯
隊
の
錬
成

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
約
１
６
０
人
の
隊
員
が
参
加
し
、
内
藤
町
長
、

安
井
町
議
会
議
長
、
稲
垣
鯖
江
警
察
署
丹
生
分
庁
舎
長
か
ら

観
閲
を
受
け
た
あ
と
、
防
犯
活
動

に
活
躍
し
た
隊
員
の
表
彰
や
、
長

年
防
犯
隊
員
と
し
て
活
躍
し
今
年

退
任
さ
れ
た
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
状

の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
鯖
江
警
察
署
生
活
安

全
課
に
よ
る
振

り
込
み
詐
欺
の

未
然
防
止
の
研

修
が
行
わ
れ
、

防
犯
隊
の
組
織

強
化
と
資
質
向

上
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。

越
前
町
防
犯
隊
錬
成
大
会

　

11
月
14
日
、
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開

録
音
「
上
方
演
芸
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
演
は
、 「
Ｗ
ヤ
ン
グ
」 「
平
和
ラ
ッ
パ
・
梅
乃
ハ
ッ
パ
」 

「
テ
ィ
ー
ア
ッ
プ
」 「
チ
キ
チ
キ
ジ
ョ
ニ
ー
」の
4
組
で
、軽
快

な
上
方
漫
才
に
会
場
は
笑
い
と
拍
手
の
渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
放
送
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。
越
前
町
を
話
題

に
し
た
漫
才
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

放
送
局  

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
1

放
送
予
定
日
時

出　

演　

者

12
月
7
日（
日
）

午
後
3
時
30
分
〜
55
分

チ
キ
チ
キ
ジ
ョ
ニ
ー

平
和
ラ
ッ
パ
・
梅
乃
ハ
ッ
パ

12
月
14
日（
日
）

午
後
3
時
30
分
〜
55
分

テ
ィ
ー
ア
ッ
プ

Ｗ
ヤ
ン
グ

越
前
町
合
併
10
周
年
記
念

Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
録
音「
上
方
演
芸
会
」

　

11
月
16
日
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
織
田
で
「
子
ど
も
ま
つ
り
」
が

開
か
れ
、
町
内
の
親
子
約
２
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
毎
年
、
県
子
ど
も
会
育
成
会
で
実
施
し
て

い
る
夏
休
み
壁
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
で
努
力
賞
を
受
賞
し
た
八

田
新
保
・
舟
場
地
区
子
ど
も
会
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
子
ど
も
た
ち
は
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア

ウ
ト
や
ス
マ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
輪
投
げ
や
ク
ラ
フ
ト
体
験
な
ど

様
々
な
遊
び
を
楽
し
み

ま
し
た
。
会
場
で
は
、

お
に
ぎ
り
や
ジ
ュ
ー

ス
、
豚
汁
が
ふ
る
ま
わ

れ
、
子
ど
も
た
ち
は
お

い
し
そ
う
に
食
べ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
越
前
町
ジ
ュ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク

ラ
ブ
が
受
付
や
司
会

を
担
当
し
、
全
体
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
で
は

ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
を
し

て
会
場
を
盛
り
上
げ
て

く
れ
ま
し
た
。

越
前
町
子
ど
も
ま
つ
り

▲Ｗヤングさん ▲チキチキジョニーさん

　

11
月
5
日
、
第
40
代
水
仙
娘
に
選
ば

れ
た
、
中
原
絵
里
加
さ
ん
（
大
野
市
・

22
歳
）、
篠
原
吏
砂
さ
ん
（
坂
井
市
20

歳
）、藤
田
千
秋
さ
ん
（
福
井
市
・
20
歳
）

の
3
人
が
、
内
藤
町
長
を
表
敬
訪
問
し

ま
し
た
。

　
「
冬
の
荒
々
し
い
日
本
海
の
イ
メ
ー

ジ
を
払
拭
す
る
よ
う
な
笑
顔
で
頑
張

り
た
い
」「
水
仙
や
越
前
が
に
な
ど
福

井
の
美
味
し
い
食
べ
物
や
す
ば
ら
し

い
自
然
を
伝
え
た
い
」
な
ど
、
意
気
込

み
を
語
り
、
来
年
1
月
に
開
催
さ
れ

る「
第
40
回
水
仙
ま
つ
り
」に
向
け
て
、

県
内
を
初
め
て
中
京
・
関
西
・
関
東
と

全
国
に
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
す
。

「
第
40
代
」水
仙
娘
表
敬
訪
問

　

広
報
え
ち
ぜ
ん
11
月
号
で
掲
載
し
た
「
第
10
回
越
前
町
議

会
議
長
杯
争
奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
の
記
事
に
、
結
果
の

掲
載
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
紙
面
を
お
か
り
し
、
お
詫
び

し
ま
す
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　

オ
タ
イ
コ
（
織
田
地
区
）

準
優
勝　

気
比
庄
（
朝
日
地
区
）

第
3
位　

タ
ッ
チ
ク
ラ
ブ
（
宮
崎
地
区
）

〈
お
詫
び
と
追
加
〉

　

11
月
9
日
、
小
樟
地
区
の
山
林
で
越
前
町
美
化
推
進
員
・
小

樟
地
区
住
民
お
よ
び
丹
南
地
域
不
法
処
理
防
止
連
絡
協
議
会

が
協
力
し
、
不
法
投
棄
廃
棄
物
の
撤
去
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
山
林
に
は
長
年
不
法
投
棄
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
、
地

元
住
民
の
撤
去
要
請
を
受
け
て
こ
の
た
び
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
と
な
り
ま
し
た
。

　

小
雨
の
降
る
中
、
約
70
人
が

参
加
し
可
燃
ご
み
８
５
０
キ
ロ
、

不
燃
ご
み
８
８
０
キ
ロ
、
テ
レ

ビ
8
台
、
タ
イ
ヤ
80
本
を
回
収
し

ま
し
た
。

　

不
法
投
棄
の
な
い
、
き
れ
い
な

越
前
町
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

小
樟
地
区
で
不
法
投
棄
物
回
収
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

芸
術
の
秋
堪
能
！

▲音楽祭

▲総合美術展 ▲文化講演会（真野響子さん）
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12月14日㈰は
衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査

の投票日です。

投票日に仕事や旅行などで投票に行けない人は、期日前投票ができます。

越前町の選挙人名簿に登録されている人で、投票日に出張などで越前町にい
ない人は、出張先などの市区町村の選挙管理委員会で不在者投票ができます。

衆議院議員選挙の小選挙区が改定されました。
今回の衆議院議員総選挙からは、新しい選挙区で選挙が行われます。

越前町は福井県第2区になります。

都道府県の選挙管理委員会の指定する病院、老人ホームなどの施設に入院し
ている人は、その施設内で不在者投票ができます。

身体障害者手帳などの交付を受けている人は郵便で不在者投票ができます。

　出張先などで不在者投票を行う場合は、次のような手続きで不在者投票をするこ
とができます。

①「期日前投票不在者投票宣誓書兼請求書」により、越前町（選挙人名簿登録地）
の選挙管理委員会の委員長に対して、投票用紙などの交付を請求してください。

②請求後、投票用紙・投票用内封筒・投票用外封筒・不在者投票証明書が交付（郵送）
されますので、これを出張先などの市区町村の選挙管理委員会に持参して投票を
行ってください。

※不在者投票証明書の入っている封筒は、絶対に開封しないでください。

　病院または老人ホームなどの施設に不在者投票をしたい旨を申し出てください。

　身体障害者手帳、戦傷病者手帳または介護保険の被保険者証の交付を受けている
人は、障がいの程度により自宅で郵便などによる投票ができます。

期　間　12月3日（水）～ 12月13日（土）
（最高裁判所裁判官国民審査の期日前投票は、12月7日（日）からです）

時　間　午前8時30分から午後8時まで
投票所　・越前町役場
　　　　・宮崎コミュニティセンター
　　　　・越前コミュニティセンタ－
　　　　・織田コミュニティセンター

※期日前投票は、4投票所どこでも投票できます。
※本人確認のため、投票所へはご自分の入場券をご持参ください。
　なお、入場券が届く前に期日前投票を行いたい場合は、免許証
　または保険証などをご持参ください。

選挙は、私たちの意見を政治に反映させるための大切な手段であり、最も重要な権利のひとつです。
必ず投票しましょう。

投票日に都合で、投票に行けない人も、期日前投票が行なえますので、期日前投票期間中に投票しましょう。

　第1投票所　越前町生涯学習センター
　第2投票所　朝日中学校陽光館
　第3投票所　朝日北保育所　
　第4投票所　朝日南保育所
　第5投票所　常磐小学校
　第6投票所　朝日農村環境改善サブセンター
　第7投票所　朝日西保育所
　第8投票所　奥糸生集会施設
　第9投票所　宮崎コミュニティセンター
　第10投票所　小曽原保育所
　第11投票所　陶の谷保育所
　第12投票所　宮崎中学校
※第13投票所　すいせん研修館

　第14投票所　玉川地区集会施設
　第15投票所　越前サブコミュニティセンター
　第16投票所　新保地区集会施設
　第17投票所　小樟地区集会施設
　第18投票所　厨地区集会施設
　第19投票所　白浜地区集会施設
　第20投票所　米ノ地区集会施設
　第21投票所　織田コミュニティセンター
　第22投票所　平等婦人の家
　第23投票所　山中児童館
　第24投票所　萩野生活改善センター
※第25投票所　笈松集落センター
※第26投票所　上戸集落センター

日　時　12月14日（日）午前7時から午後8時まで
　　　　（※印の投票所は午後7時まで）
投票所　町内26投票所（投票所は、各自の入場券に記載されています。）

投票日時・投票所

期日前投票

不在者投票

越前町選挙管理委員会（総務課内）　☎34－8700問合せ先

第24投票所が 萩野小学校から萩野生活改善センターに変更になります
のでご注意ください。重要なお知らせ

あわら市

坂井市

勝山市吉田郡
永平寺町

福井市

●① ●①

●②

●②

●③

丹生郡
越廼村 旧丹生郡

清水町

丹生郡
越前町

越前市

鯖江市

旧今立郡
今立町

今立郡
池田町

大野市

南　条　郡
南越前町

敦賀市

三方郡
美浜町

三方上中郡
若狭町

小浜市

おおい町

大飯郡

高浜町

◎

あわら市

坂井市

勝山市吉田郡
永平寺町

福井市

丹生郡
越前町

越前市

鯖江市

今立郡
池田町

大野市

南　条　郡
南越前町

敦賀市

三方郡
美浜町

三方上中郡
若狭町

小浜市

おおい町

大飯郡

高浜町

◎

［前回まで］ ［今回から］

詳しくは、選挙管理委員会にお問い合わせいただくか、
町ホームページ (http://www.town.echizen.fukui.jp) をご覧ください。

ルールを守り、
明るくきれいな選挙を
実現しましょう。
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12
月
4
日（
木
）か
ら
10
日（
水
）

は
人
権
週
間
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
問
題
解
決
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず

お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番　

☎
０
５
７
０‒

０
０
３‒

１
１
０

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番　

☎
０
１
２
０‒

０
０
７‒

１
１
０

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

☎
０
５
７
０‒

０
７
０‒

８
１
０

問
合
せ
先　

福
井
地
方
法
務
局
武
生
支
局

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
８‒

２
２‒

０
１
９
４

守
ら
れ
て
い
ま
す
か
？
あ
な
た
の
人
権

　

拉
致
問
題
の
解
決
を
は
じ
め
と
す
る
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
が
、
国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
り
組

む
べ
き
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

解
決
の
た
め
に
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
関
心
と
認
識
を

深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

問
合
せ
先　

福
井
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
６‒

２
２‒

５
１
４
１

12
月
10
日（
水
）〜
16
日（
火
）は

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
で
す
。

　

平
成
26
年
工
業
統

計
調
査
を
平
成
26
年

12
月
31
日
現
在
で
実

施
し
ま
す
。

　

統
計
調
査
員
が
調

査
票
を
お
持
ち
す
る

か
、
ま
た
は
国
か
ら

郵
送
で
調
査
票
を
送
付
し
ま
す
の
で
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
産
業
政
策
、

中
小
企
業
政
策
な
ど
国
や
都
道
府
県
な
ど
の
地
方
公
共
団
体

の
行
政
施
策
の
た
め
の
、
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。
ま
た
経

済
統
計
体
系
の
根
幹
を
成
し
、
経
済
白
書
、
中
小
企
業
白
書

な
ど
の
経
済
分
析
お
よ
び
各
種
の
経
済
指
標
へ
デ
ー
タ
ー
を

提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
中
旬
か
ら
統
計
調
査
員
が
訪
問
し
、
従
業
者
数
や
業

務
の
内
容
、
構
内
事
業
所
の
有
無
な
ど
を
伺
う
準
備
調
査
を

行
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

総
務
課　

☎
３
４‒

８
７
０
０

平
成
26
年
工
業
統
計
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す

　

農
林
水
産
省
で
は
、
平
成
27
年
2
月
1
日
現
在
で
、

「
２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の

調
査
は
、
我
が
国
の
農
林
業
・
農
山
村
地
域
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
最
も
基
本
的
な
調
査
で
す
。

　

12
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
農
林
業
関
係
者
の
方
々
を
訪
問

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
事
項
に

つ
い
て
は
、
統
計
以
外
の
目
的
に

は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

総
務
課　

☎
３
４‒

８
７
０
０

２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
が

実
施
さ
れ
ま
す

　

年
末
を
迎
え
て
飲
酒
の

機
会
が
多
く
な
り
、
ま

た
、
降
雪
や
路
面
凍
結
、

交
通
混
雑
な
ど
の
道
路
交

通
環
境
が
悪
化
す
る
な
ど

交
通
事
故
が
増
加
す
る
季

節
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
交
通
マ
ナ
ー
を
守
り
、
安
全
運
転

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

期
間
中
は
県
警
察
本
部
や
交
通
安
全
関
係
団
体
な
ど
の
皆

さ
ん
が
県
内
の
交
差
点
な
ど
で
交
通
安
全
啓
発
活
動
や
街
頭

指
導
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先　

防
災
安
全
課　

☎
３
４-

８
７
２
１

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

12
月
11
日（
木
）か
ら
20
日（
土
）ま
で
の
10
日
間

　

今
年
の
夏
、
会
場
移
転
で
新
装
し
た
「
越
前
夏
ま
つ
り
」

の
来
年
の
開
催
日
と
会
場
が
決
定
し
ま
し
た
。

開
催
日　

平
成
27
年
7
月
18
日
（
土
）
※
荒
天
時
翌
日
順
延

会　

場　

越
前
町
道
口　

越
前
漁
港
広
場

　

来
年
も
、
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ
先　

越
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

☎
３
７‒

７
７
１
０

　

平
成
27
・
28
年
度
に
町
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、
測
量
・

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
、
物
品
購
入
等
お
よ
び
小
規
模
修
繕

等
に
関
す
る
入
札
等
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
競
争
入

札
参
加
資
格
審
査
の
申
請
が
必
要
で
す
。

受
付
期
間　
平
成
27
年
1
月
5
日（
月
）〜
平
成
27
年
2
月
27
日（
金
）

　
　
　
　
　

※
た
だ
し
、
土
日
・
祝
日
を
除
く

対
象
業
種　

建
設
工
事
、
測
量
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
、

　
　
　
　
　

物
品
購
入
な
ど
、
小
規
模
修
繕
な
ど

提
出
書
類　
指
定
様
式
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）

　
　
　
　
　

①
申
請
で
入
力
し
た
様
式
を
印
刷
し
た
も
の

　
　
　
　
　

②
①
の
デ
ー
タ
（
媒
体
は
Ｃ
Ｄ‒

Ｒ
に
限
る
）

　
　
　
　
　

③
そ
の
他
、
添
付
が
求
め
ら
れ
て
い
る
書
類

申
請
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送
（
当
日
消
印
有
効
）

資
格
適
用
期
間　

平
成
27
年
5
月
1
日
〜
平
成
29
年
4
月
30
日

問
合
せ
先　

監
理
課　

☎
３
４‒

８
７
１
９

『
越
前
夏
ま
つ
り
２
０
１
５
』開
催
日
決
定
！！

入
札
参
加
資
格
更
新
の
時
期
に
な
り
ま
し
た

●

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日
程
（
4
地
区
）

　

12
月
29
日（
月
）・
30
日（
火
）　 

通
常
通
り
回
収

　

12
月
31
日（
水
）〜 

1
月
4
日（
日
） 　

回
収
し
ま
せ
ん

　

1
月
5
日（
月
）〜　

通
常
通
り
回
収

●

有
料
粗
大
ご
み
収
集
日
程
（
越
前
地
区
）

　

1
月
10
日（
土
）

●

鯖
江
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
自
己
搬
入

　

12
月
29
日（
月
）　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
ま
で

　

12
月
30
日（
火
）　

午
前
8
時
30
分
〜
午
前
11
時
ま
で

　

1
月
5
日（
月
）か
ら
通
常
営
業

●

し
尿
収
集
申
し
込
み

　

12
月
22
日（
月
）ま
で
の
申
し
込
み
で
年
内
収
集
可
能

　

1
月
5
日（
月
）か
ら
通
常
営
業

問
合
せ
先　

保
健
衛
生
課　

☎
３
４-

８
７
１
０

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
日
程
に
つ
い
て

　

打
越
区
で
は
、
平
成
26
年
度
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
宝
く
じ
助
成
）

の
採
択
を
受
け
、
地
区
内
の
公
園
に

遊
具
、
健
康
器
具
の
設
置
お
よ
び
園

内
を
管
理
す
る
た
め
の
歩
行
用
草
刈

機
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

打
越
区
の
公
園
は
、
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
が
安

心
し
て
利
用
で
き
る
場
に
な
り
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
交
流
が
深
ま
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
事
業
は
宝
く
じ
の
社

会
貢
献
広
報
の
一
環
と
し
て
、（
財
）

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
。

問
合
せ
先　

ま
ち
づ
く
り
課

　
　
　
　
　

☎
３
４-

８
７
１
４

打
越
区
遊
具
設
置

　

南
越
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
で
は
、
税
知
識
を
普
及

す
る
た
め
の
租
税
教
育
の
一
環
と
し
て
、
税
に
つ
い
て
の
作

品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
武
生
税
務
署
管
内
の
17
の
中
学
校
か
ら
作
文

１
，１
５
６
編
、
29
の
小
学
校
か
ら
ポ
ス
タ
ー
４
５
５
点
の

応
募
が
あ
り
、
織
田
中
学
校
3
年
の
宮
﨑
亜
実
さ
ん
が
福
井

県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
本
町

で
は
次
の
皆
さ
ん
が
優
秀
作
品
に
入
選
し
ま
し
た
。（

敬
称
略
）

○
作
文
の
部

　

福
井
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
長
賞

　
　

宮み
や

﨑ざ
き　

亜あ

実み

（
織
田
中
学
校
3
年
）

　

北
陸
税
理
士
会
武
生
支
部
長
賞

　
　

橋は
し

本も
と　

　

渚な
ぎ
さ

（
朝
日
中
学
校
3
年
）

　

武
生
間
税
会
長
賞

　
　

谷た
に

川か
わ　

和か
ず

也や

（
織
田
中
学
校
3
年
）

○
ポ
ス
タ
ー
の
部

　

北
陸
税
理
士
会
武
生
支
部
長
賞

　
　

塚つ
か

本も
と　

惟い

月つ
き

（
朝
日
小
学
校
5
年
）

　

南
越
青
色
申
告
会
連
合
会
長
賞

　
　

川か
わ

崎さ
き　

翔し
ょ
う

大た

（
四
ヶ
浦
小
学
校
6
年
）

　

公
益
社
団
法
人
南
越
法
人
会
長
賞

　
　

戸と

田だ　

貴た
か

仁ひ
と

（
糸
生
小
学
校
5
年
）

　

鯖
江
市
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

　
　

油あ
ぶ
ら

田だ　

桃も
も

佳か

（
宮
崎
小
学
校
6
年
）

税
に
つ
い
て
の
作
品
募
集
で

福
井
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
長
賞
を
受
賞

織
田
中
学
校
3
年　

宮
﨑
亜
実
さ
ん
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～みんなでつくる地域コミュニティ～～みんなでつくる地域コミュニティ～

宮崎地域コミュニティ事務局　☎32‒7710問合せ先

まちづくり課　☎34‒8714問合せ先

今年のテーマは「灯り」
　クリスマスツリーやイルミネーション、そして越前焼
あかりとりがクリスマス気分をぐ～んと盛り上げます。
　ゴスペルや二胡のコンサート、体験コーナーのほか宮
崎の美味しいものもいっぱいそろえて皆さんのお越しを
お待ちしています。

   みやざきAA
ああ

・・KK
かか

AA・・RR
りり

II フェスタフェスタ

冬季間の運行

年末年始の
運行・運休日

日　時

会　場

12月21日（日）　午後3時～12月21日（日）　午後3時～
宮崎コミュニティセンター宮崎コミュニティセンター

宮崎地域コミュニティ事務局

からのお知らせからのお知らせ

　冬季間は、積雪のためバスの発着時刻の遅れなどが予想されます。利用され
る皆さんにはご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。
　また、下記の区間は積雪の場合通行できませんので、昨年同様迂回して運行
します。

　年末年始の運行・運休日は、次のとおりです。来年の運行は、1月5日（月）
からとなります。
　※各地区巡回ルートは12月27日（土）は運休です。

○…運行　×…運休　△…環状ルートのみ運行

ルート名 積雪の場合、通行できない区間 発着時刻の遅れ
宮崎地区
巡回ルート 蚊谷寺～蝉口 迂回して運行しますので、バス停によっては、

10分程度遅れる場合があります。

12月26日
（金）

12月27日
（土）

12月28日
（日）

12月29日
（月）

12月30日
（火）

12月31日
（水）

1月1日
（木）

1月2日
（金）

1月3日
（土）

1月4日
（日）

1月5日
（月）

○ △ × × × × × × × × ○
※環状右ルート・左ルートは、12月27日（土）は運行します。

　

町
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
（
※
）
を
活
用
し
た
寄
附

金
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

年
末
年
始
を
迎
え
、
故
郷
を
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
ご
親

戚
・
ご
友
人
の
皆
さ
ん
が
帰
省
さ
れ
る
こ
の
時
期
に
、
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
を
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、「
越
前
町
ふ
る
さ
と
再
生
基
金
」

に
積
み
立
て
、
①
都
市
と
農
山
漁
村
と
の
交
流
活
性
化
事

業
、
②
越
前
ブ
ラ
ン
ド
を
活
か
し
た
観
光
振
興
事
業
、
③
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
む
教
育
充
実
の
た
め
に
、
そ
れ

ぞ
れ
貴
重
な
財
源
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
「
ふ
る
さ
と
愛
」
で
一
緒
に
越
前
町
を
盛
り
上

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
※
）
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
生
ま
れ
故
郷
や
ゆ
か
り
の
あ
る

地
域
な
ど
、
応
援
し
た
い
と
思
う
自
治
体
へ
寄
附
を

し
た
場
合
、
現
在
お
住
ま
い
の
自
治
体
の
住
民
税
な

ど
が
一
定
の
額
控
除
さ
れ
る
制
度
で
す
。
詳
し
く
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

（http://w
w
w
.tow

n.echizen.fukui.jp/
kakuka/m

achi/furusato/about.htm
l

）

問
合
せ
先　

ま
ち
づ
く
り
課　

☎
３
４-

８
７
１
４

「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」に
よ
る

寄
附
の
Ｐ
Ｒ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
母
子
・
身
体
障
が
い
者
な
ど
の
家

庭
で
、
居
住
し
て
い
る
住
宅
の
屋
根
雪
下
ろ
し
作
業
を
業
者

に
依
頼
し
て
行
っ
た
場
合
に
は
、
屋
根
雪
下
ろ
し
事
業
補
助

金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

対　

象

　

高
齢
者
や
身
体
障
が
い
者
の
一
人
暮
ら
し
世
帯
、
高
齢
者

の
み
の
世
帯
お
よ
び
母
子
世
帯
な
ど
で
あ
っ
て
、
自
力
で
屋

根
な
ど
の
除
雪
が
困
難
な
世
帯
。（
町
民
税
非
課
税
世
帯
に

限
る
）

　

た
だ
し
、
町
内
お
よ
び
近
隣
市
町
に
屋
根
雪
下
ろ
し
を
依

頼
で
き
る
二
親
等
以
内
の
親
族
が
い
る
世
帯
は
除
き
ま
す
。

補
助
額

　

実
費
用
額
の
2
分
の
1
以
内
と
し
、
作
業
人
賃
金
は
1

時
間
あ
た
り
２
，５
０
０
円
、
一
冬
期
間
の
補
助
金
の
額
は

2
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

問
合
せ
先

　

高
齢
福
祉
課
（
高
齢
者
）  

☎
３
４-

８
７
１
１

　

社
会
福
祉
支
援
室
（
母
子
・
身
体
障
が
い
者
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

☎
３
４-

８
７
２
４

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
の

屋
根
雪
下
ろ
し
事
業
補
助
金
の
お
知
ら
せ

　

と
て
も
軽
く
て
、質
感
の
高
い『
コ
ッ
ト
ン
パ
ー
ル
』を
使
っ

て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

月　
　

日　

1
月
15
日（
木
）・
22
日（
木
）

　
　
　
　
　

2
月
5
日（
木
）・
12
日（
木
）

時　
　

間　

午
後
7
時
〜
午
後
8
時
30
分

場　
　

所　

越
前
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

講　
　

師　

ジ
ュ
エ
リ
ー
フ
ィ
ッ
シ
ュ

内　
　

容　

初
回
は
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
と
ピ
ア
ス
ま
た
は
イ
ヤ

リ
ン
グ
を
作
り
ま
す
。

 

2
回
目
以
降
の
作
品
は
、
そ
の
都
度
ご
相
談
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

材
料
費　

初
回
は
2
作
品
で
１
５
０
０
円
程
度　

 

2
回
目
以
降
は
作
品
に
よ
っ
て
金
額
が
決
ま
り

ま
す
。

道
具
代　

２
１
６
円
（
道
具
は
こ
ち
ら
で
用
意
し
ま
す
。）

定　
　

員　

15
人

申
込
締
切　

12
月
22
日（
月
）

申
込
方
法　

お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先　

商
工
観
光
課　

☎
３
４-

８
７
２
０

コ
ッ
ト
ン
パ
ー
ル

ア
ク
セ
サ
リ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
す
！

※コットンパールとは綿を圧縮
して作られた綿球体にパール
加工が施された模造真珠です。

Merr y X'mas!!
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病児・病後児保育利用施設のお知らせ

インフルエンザの流行に備えましょう！

　県内の次の施設で病児・病後児保育の利用が可能です。
　利用対象は、生後6か月から小学3年生までの町内のお子さんで、保護者が勤務または傷病、冠婚葬祭な
どやむを得ない場合に利用できます。
　事前の申込みが必要ですが、病名や施設の空き状況によっては、利用できない場合もありますので、各施
設にお問い合わせください。
※病児保育では、入院する必要がないが病気治療中であり集団保育ができない児童を一時的に保育します。
また病後児保育では、病気が治癒し病気回復期にあり集団保育ができない児童を一時的に保育します。

　毎年12月から3月にかけてインフルエンザが流行します。
　インフルエンザは、ただの「かぜ」とは違い、子どもや高齢者など抵抗力の弱い人がかかると重症化しや
すいので注意が必要です。感染の予防と、症状が出た場合は早期に受診することが大切です。

1  「うがい」「手洗い」
感染症の予防の基本です。帰宅後のうがい・
手洗いを心がけましょう。市販のアルコール
消毒薬も有効です。

2  適度な湿度の保持　
インフルエンザのウイルスは乾燥した環境を
好みます。加湿器などを使用したり、洗濯物
を干すなどして、適度な湿度（50～60％）
を保ちましょう。また、空気が乾燥するとの
どの粘膜の防御機能が低下します。マスクを
して湿度を保つことも効果的です。

3  十分な休養とバランスの取れた栄養摂取　　
体の抵抗力を高めるために、日ごろから休養
と食生活に気をつけましょう。

4  人ごみへの外出を控える　
流行してきたら、人ごみへ
の外出を控えましょう。外
出が必要なときには、不織
布製のマスクをして短時間
で済ませましょう。

5  流行前のワクチン接種
予防効果が期待されるのは、
ワクチン接種後2週間から
5か月程度とされています。
12月中旬頃までに接種す
るのが望ましいとされてい
ます。

利用施設
病　　　　院　　　　名 電　　　　話

越前町
織田病院（病児保育）

☎36‒1000
織田保育所（病後児保育）

福井市

済生会乳児院（病後児保育） ☎0776‒30‒0300
福井総合クリニック（病後児保育） ☎0776‒21‒1300
愛育病院（病児・病後児保育） ☎0776‒54‒5757
大滝病院（病児・病後児保育） ☎0776‒23‒3215

勝山市 クリニカ・デ・ふかや（病児・病後児保育） ☎0779‒88‒0011
越前市 野尻医院（病児・病後児保育） ☎22‒5000

鯖江市
斎藤病院（病児・病後児保育） ☎51‒0593
丹南病院（病児・病後児保育） ☎080‒6367‒6567

利用料金
1日利用　2,000円　　　半日利用　1,000円（第3子以降3歳未満児は無料となります。）

問合せ先　各施設または子育て支援課　☎34‒8725

　

町
で
は
住
宅
の
耐
震
化
を
促
進
し
、
町
民
の
生
命
・
財
産

を
守
る
た
め
に
、
一
戸
建
て
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
お
よ
び

補
強
プ
ラ
ン
作
成
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

耐
震
診
断
・
補
強
プ
ラ
ン
作
成
へ
の
支
援

【
対
象
と
な
る
木
造
住
宅
】

　

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
も
の
で
、

一
戸
建
て
木
造
住
宅
で
3
階
建
て
以
下
の
も
の

（
店
舗
な
ど
と
併
用
し
て
い
る

住
宅
は
、
延
床
面
積
の
1
／

2
以
上
が
住
宅
の
用
途
で
あ

る
こ
と
。）

【
対
象
と
な
る
耐
震
診
断
】

　

福
井
県
木
造
住
宅
耐
震
促

進
協
議
会
が
一
般
財
団
法
人

日
本
建
築
防
災
協
会
の
定
め

る
「
一
般
診
断
法
」
で
行
う

耐
震
診
断
に
限
り
ま
す
。

【
負
担
額
】

　

６
，１
７
０
円
の
個
人
負
担
で
「
福
井
県
木
造
住
宅

耐
震
診
断
士
」
に
よ
る
耐
震
診
断
、
補
強
プ
ラ
ン
の
作

成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
応
募
件
数
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
。
申
込
多
数
の
場

合
、
平
成
27
年
度
以
降
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先　

住
宅
政
策
室　

☎
３
４-

８
７
２
７

我
が
家
の
耐
震
性
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

現
在
お
住
ま
い
の
住
宅
の
多
世
帯
同
居
に
つ
な
が
る
改
修

を
行
う
場
合
に
工
事
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
対
象
と
な

る
工
事
は
、
町
内
の
一
戸
建
て
住
宅
で
、
多
世
帯
同
居
に
必

要
と
な
る
間
取
り
の
変
更
や
ト
イ
レ
、
キ
ッ
チ
ン
の
増
設
な

ど
を
町
内
業
者
が
施
工
す
る
工
事
で
す
。

補
助
額　

対
象
工
事
に
係
る
費
用
の
2
分
の
1
で
、
最
高

40
万
円
ま
で
。

問
合
せ
先　

住
宅
政
策
室　

☎
３
４-

８
７
２
７

　

下
水
道
は
自
然
の

浄
化
作
用
に
代
わ
り

人
工
的
に
汚
水
を
処

理
す
る
施
設
で
、
美
し

い
自
然
環
境
を
保
持

し
な
が
ら
快
適
で
衛

生
的
な
生
活
環
境
を
つ
く
る
た
め

の
具
体
的
な
方
法
が
下
水
道
の
整

備
で
す
。

　

自
然
環
境
を
保
持
し
て
い
く
こ

と
は
、
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
の

使
命
で
す
。
下
水
道
に
接
続
さ
れ

て
い
な
い
人
は
、
一
日
も
早
く
下

水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先　

上
下
水
道
課　

☎
３
４ｰ

８
７
０
７

多
世
帯
同
居
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援

下
水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ
う
！！

　
「
水
道
使
用
水
量
・
料
金
の
お
知
ら
せ
」
を
見
た
ら
使
用

水
量
が
い
つ
も
よ
り
多
い
。

　

ど
こ
か
で
水
が
流
れ
る
音
が
す
る
。

　

そ
ん
な
と
き
は
漏
水
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
を
通
過
し
た
水
量
に
対
す
る
料
金
は
お
客

様
の
ご
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

時
々
水
道
メ
ー
タ
ー
を
見
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

問
合
せ
先　

上
下
水
道
課　

☎
３
４ｰ

８
７
０
７

漏
水
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

漏水の調べ方
①まったく水を使ってい
ない状態にする。

 （家の中や散水栓など蛇
口をきっちり閉める）

②パイロットマーク（下
図参照）が全く動かな
いかを確認する。

③漏水修理は越前町給水
装置工事指定店に依頼
してください。

 （ゆっくりでも動くよう
なら漏水の可能性大）

１ ５ １ ７

パイロットマーク

１ ５ １ ７

問合せ先　保健衛生課　☎34‒8710

　

自
分
で
打
っ
た
年
越
し
そ
ば
を
食
べ
て
年
を
越
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
そ
ば
打
ち
体
験
を
年
末
特
別
料
金
と
し
て
通
常
価

格
よ
り
安
く
体
験
で
き
ま
す
。

日　
　

時　

12
月
30
日（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
の
部　

午
前
10
時
〜

　
　
　
　
　

午
後
の
部　

午
後
1
時
〜

場　
　

所　

悠
久
ロ
マ
ン
の
杜　

そ
ば
道
場

参
加
費　

1
セ
ッ
ト
２
，６
０
０
円
（
年
末
特
別
料
金
）

　
　
　
　
　
（
通
常
価
格
３
，１
０
０
円
）

定　
　

員　

午
前
の
部
・
午
後
の
部
と
も
5
組

予
約
締
切　

12
月
26
日（
金
）　

午
後
5
時

※
生
そ
ば
の
予
約
販
売
も
し
て
い
ま
す
。

　

1
食
３
５
０
円
（
通
常
価
格
４
２
０
円
）

　

た
だ
し
、
取
り
に
来
て
い
た
だ
け
る
人
に
限
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先　

悠
久
ロ
マ
ン
の
杜　

☎
３
６ｰ

２
０
５
０

年
越
し
は
自
分
で
打
つ「
年
越
し
そ
ば
」で
！

平成26年3月31日現在
「下水道に接続することができる区域の人口」
……………………22,972人（7,248世帯）

「下水道に接続している人口」
……………………20,876人（6,427世帯）
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国民健康保険加入の皆さんへ
「限度額適用認定証」「限度額適用・標準負担額減額認定証」の申請について

国民健康保険ご加入中の皆さんへ
平成27年1月から高額療養費・限度額認定証が変わります

　70歳未満の人および70歳以上75歳未満（住民税非課税世帯）の人が外来や入院で高額な診療を受ける場合、医
療機関に「認定証」を提示することで窓口での支払いが一定の金額（自己負担限度額）にとどめられます。　
　また、住民税非課税世帯の人は「認定証」の提示により食事代も軽減されます。
※70歳以上75歳未満の人（住民税非課税世帯以外）は高齢受給者証が認定証の代わりとなります。
現在、認定証をお持ちの人で1月以降も引き続き必要な場合は、12月中にご連絡ください。こちらから住所地あ
て送付いたします。1月以降に必要となった場合は以下のものをご持参の上、申請ください。

　平成27年1月から70歳未満の高額療養費の自己負担限度額が下記のとおり変更となります。
　今までよりも区分が細分化され、皆さんの所得に応じた柔軟な医療費の負担軽減が行われます。
　なお、70歳以上の人については、変更ありません。

※多数回該当とは、過去12か月に、同じ世帯で高額療養費の支給が
4回以上あった場合の4回目から適用される限度額のことです。 問合せ先　住民課　☎34-8708

問合せ先　住民課　☎34-8708

70歳未満の人の自己負担限度額

区　　分 所得要件 自己負担限度額

Ａ
上位所得者

基礎控除後の
所得600万円

超

150,000円＋
（総医療費－
500,000円）
×1％

多数回該当
83,400円

Ｂ
一般所得者

基礎控除後の
所得600万円

以下

80,100円＋ 
（総医療費－
267,000円）
×1％

多数回該当
44,400円

Ｃ
低所得者 住民税非課税

35,400円

多数回該当
24,600円

区　　分 所得要件 自己負担限度額

ア
基礎控除後の
所得901万円

超

252,600円＋
（総医療費－
842,000円）
×１％
多数回該当
140,100円

イ

基礎控除後の
所得600万円
超～901万円

以下

167,400円＋
（総医療費－
558,000円）
×１％
多数回該当
93,000円

ウ

基礎控除後の
所得210万円
超～600万円

以下

80,100円＋   
（総医療費－
267,000円）
×1％

多数回該当
44,400円

エ
基礎控除後の
所得210万円

以下

57,600円

多数回該当
44,400円

オ 住民税非課税
35,400円

多数回該当
24,600円

平成26年12月末まで 平成27年1月から

第24回全国消防操法大会出場！！第24回全国消防操法大会出場！！

火の用心！冬は火災が多い季節です火の用心！冬は火災が多い季節です

　11月8日、東京都江東区東京臨海広域防災公園で開催された、第24回全国消防操法大会「ポンプ車操法
の部」に福井県代表として越前消防団宮崎地区第1分団（江波地区）が出場し、第13位の高成績を収めました。
消防団の「甲子園」とも言われ、各県を勝ち抜いた同志達と、規律・節度・敏しょう性・士気などを競い合い
ました。約6か月間の厳しい訓練の成果を十分発揮し、見事な消防操法を披露しました。今回の経験を糧に
地域防災力向上に邁進します。応援してくださった皆さんに心から感謝申し上げます。

　今年は越前町内で5件の火災が発生しており、その内、空気が乾燥し暖房器具を使う機会が多くなるこの
時期に3件の建物火災が発生しています。年末年始にかけ更に火災が発生しやすい状況となりますので、火
の取り扱いには十分注意しましよう。

鯖江・丹生消防組合消防署 丹 生 分 署　☎３６‒0119
 朝日分遣所　☎34‒0119
 越前分遣所　☎37‒0119

問合せ先

鯖江・丹生消防組合ホームページ　http://www.fd-sabaenyu.jp/

トラッキング現象に注意！
　プラグを長い期間コンセントに差し込んだままにしておくと、プラグとコン
セントの隙間にホコリがたまり、このホコリが原因で発火につながります。こ
の現象を「トラッキング現象」といいます。トラッキング現象による火災は毎
年多く発生していますので、こまめにお手入れをしましょう。

＜トラッキング現象を防ぐには＞
・長期間差し込んだままのコンセントは、乾いた布などで掃除しましょう
・使用しない電化製品はコンセントを抜きましょう

●申請に必要なもの … 国民健康保険者証、印鑑　
　　　　　　　　　　※お渡しは申請の翌日（土日祝日の場合は、開庁日）となりますので、ご了承ください。
●申請場所 … 住民課・各住民サービス室



国際交流室から一言国際交流室から一言
A  word  from  the  international  arena...
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　今年度の越前町・みやま児童交流事業により、10月31日から11
月2日の3日間、町内の小学校から16人の児童 (6年生 ) と引率者4
人の交流団が、福岡県みやま市を訪問し、みやま市の児童と交流活
動を行いました。
　この交流は、平成6年に「幸若舞」の縁で福岡県みやま市 (旧瀬高
町 )と本町（旧朝日町）が姉妹縁組を結んだことをきっかけに、お互
いの町の小学生が毎年相互の訪問交流を行っているものです。
　現地に到着すると、みやま市長さんに出迎えていただき、早速
みやま市の小学生との対面式が行われました。式では、両市町の
児童は共に緊張した表情でしたが、その後の交流ゲームや翌日の
ウォークラリーなど交流で一緒の時間を過ごすにつれ、お互いに打
ち解け仲良くなり、友達との楽しい思い出を作ることが出来ました。
　最終日には、JR瀬高駅でのお別れに、短い期間でしたが共に過ご
したみやま市の友達から、別れを惜しみながら見送りをしていただ
き、帰途に就くことができました。
　今年度事業では、この後、年が開けた来年2月に、みやま市の児童
訪問団が冬の体験に越前町を訪れます。今度は、みやま市への交流
に参加した越前町の児童が、ホスト役となってみやま市の友達を迎
え、友情を深める予定です。

　9月28日から10月6日の間、アデレードヒルズ市のバードウッド
高校から、留学生15人と引率者2人が、町内各中学校との学校間交
流のため越前町を訪れました。
　滞在中、留学生らは町内でホームステイをしながら、午前中は主
に町内の中学校を訪問し、午後は茶道や和太鼓、越前焼など、日本文
化を体験しました。
　留学生らは各中学校で生徒の歓迎をうけ、交流を楽しみました。
越前中学校の書写の授業では生徒から身振り手振りで書き方を教
わりながら漢字を練習し、作品を仕上げました。織田中学校の遠足
では「くっつき虫」を投げ合って、校長先生の背中にこっそりくっつ
けようとするなど、日本のイタズラを教わる場面もありました。
　オーストラリアでは、少しの間隔でお菓子を食べる習慣があるそ
うで、食事の量が少なく健康を心配したホストファミリーもありま
したが、留学生らは日本の食べ物や習慣、日本語で会話など積極的
にトライし、家族と良好な関係を築きました。そして、ホストファ
ミリーや関係者らとの交流会では、留学生らが日本語で挨拶を練習
し、日本の家族や交流した多くの人とのエピソードを交えながら感
謝の言葉を述べました。
　来年の3月には町内生徒がバードウッド高校を訪問し、ホームス
テイをしながら現地の文化や生活を学びます。

国際交流室内　越前町国際交流協会　☎34 ｰ 8713問合せ先

国際交流室　☎34 ｰ 8713問合せ先

Vol. 103

♪オーストラリアの留学生と交流しました♪

♪福岡県みやま市で友情の輪をつくりました♪

▲中学校での授業風景

▲グループでウォークラリー

▲交流ゲームの様子

▲和太鼓体験で「ソーリャ！」

平成26年度 工事等発注一覧（250万円以上） 10月16日～11月15日
工　事　等　名 請負金額 請負業者名 主 管 課

平成26年度町道東気比庄線道路舗装改良工事 15,444,000 円 ㈱キハラコーポレー
ション 丹生営業所 建 設 課

平成25年度（繰）町道福井線道路改良工事（その４） 7,344,000 円 大門建設㈱ 建 設 課
平成26年度県単梅浦地区（梅浦第6地区その２）急傾斜地対策工事 5,680,800 円 ㈱四ヶ浦建設 建 設 課
平成25年度（繰）町道福井線道路改良工事（その３） 5,292,000 円 西田中建設㈱ 建 設 課
平成26年度都市再生整備計画事業道路築造工事（その２） 10,800,000 円 大門建設㈱ 住宅政策室
平成26年度都市再生整備計画事業道路築造工事（その１） 10,152,000 円 オタ建設㈱ 住宅政策室
平成26年度公共下水道処理施設機器修繕工事（織田地区） 15,984,000 円 ㈱大生 上下水道課

平成26年度公共下水道処理施設機器修繕工事（朝日地区） 10,152,000 円 荏原商事㈱　
福井支店 上下水道課

平成25年度（繰）公共下水道事業宮崎東部処理区マンホールポンプ設置工事（電気設備その２） 5,032,800 円 奥谷電気商会 上下水道課
平成26年度公共下水道事業宮崎東部処理区マンホールポンプ設置工事（機械設備） 3,942,000 円 ㈱中西 上下水道課
平成26年度高佐地区避難路整備工事 5,616,000 円 橋本建設㈱ 防災安全課
平成26年度厨地区避難路整備工事 3,661,200 円 ㈱四ヶ浦建設 防災安全課
平成26年度越前岬水仙ランド法面改修工事 14,040,000 円 ㈱大生 商工観光課

12月27日～1月9日　越前町公共施設　営業一覧

施　　設　　名
2014年12月 2015年1月 電話番号

市外局番
（0778）

27日
（土）

28日
（日）

29日
（月）

30日
（火）

31日
（水）

1日
（木）

2日
（金）

3日
（土）

4日
（日）

5日
（月）

6日
（火）

7日
（水）

8日
（木）

9日
（火）

朝
日
地
区

泰澄の杜 施設にお問い合わせください 34‒2322
福井総合植物園プラントピア ○ × × × × × × × ○ ○ × ○ ○ ○ 34‒1120
越前町ふるさと特産加工場 ○ × × × × × × × ○ ○ × ○ ○ ○ 34‒0637
道の駅「パークイン丹生ヶ丘」 施設にお問い合わせください 34‒2850
幸若苑 × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ 34‒2095

越
前
地
区

越前温泉露天風呂「日本海」 ○ ○ ○ ○ 10：00～ 21：00 ○ ○ ○ ○ × ○ 39‒1126
道の駅越前 ○ ○ ○ ○ 11：00～ 17：00 ○ ○ ○ ○ ○ ○

37‒2360越前温泉露天風呂「漁火」 ○ ○ ○ ○ 11：00～ 17：00 ○ ○ ○ ○ ○ ○
アクティブハウス越前 ○ × × × × × × × ○ ○ × ○ ○ ○
越前がにミュージアム ○ ○ ○ ○ 10：00～ 16：00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 37‒2626
越前岬水仙ランド ○ ○ ○ ○ 10：00～ 16：00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 37‒2501
道の湯 ○ 11：00～

　17：00 × × × 11：00～
　17：00 × ○ ○ ○ × ○ ○ 37‒2260

なぎさの湯 ○ ○ ○ × × × × 13：00～
　20：00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 37‒0637

織
田
地
区

オタイコ・ヒルズ 施設にお問い合わせください 36‒2061
悠久ロマンの杜 ･朋楽の里 施設にお問い合わせください 36‒2050
織田文化歴史館 ○ × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ 36‒2288
雨田光平記念館 ○ × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ 36‒2666

宮
崎
地
区

花みずき温泉「若竹荘」 ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ 32‒2753
おもいでなファーム 施設にお問い合わせください 32‒3545
越前陶芸村文化交流会館 ○ × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ 32‒3200
福井県陶芸館 ○ × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ 32‒2174
陶寿園 ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ 32‒3105

○ 通常営業　× 休館
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箱さえも捨てられないとまた一つ 松村　典子
ラジオ体操リズムに合わせ出る元気 山内　千代

一日のリズムを貰う日の光 竹内　涼子
靴磨く日もなくなった定年後 山田千栄子 広報えちぜん 22平成26年12月号23 広報えちぜん
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12月12月のの越前陶芸村文化交流会館イベント情報越前陶芸村文化交流会館イベント情報
12月の休館日  1日・8日・15日・22日・24日・28～ 2015年1月5日　　開館時間  午前9時～午後5時（最終入館は午後4時30分）

入館無料

JAZZフライデーナイトフュージョン

日　　時：12月5日（金）
チケット：1,000円
JAZZで金曜日の夜を素敵に
過ごしませんか。

福ふく干支「ひつじ」

日時：12月20日（土）～2月1日（日）
2015年の干支「ひつじ」をモチーフとして、
越前焼をはじめ、さまざまな工芸品を展示し、
新春を華やかに迎えます。

珈琲サロン「Self Café  越前焼で珈琲時間」
好みの越前焼カップでコーヒーが飲める！（常設） 常時100点以上ある越前焼作家のコーヒー

カップの中からお好きなカップを選んで珈琲
が楽しめるセルフカフェ
陶芸公園を眺めながら、ゆったり…のんびり…

20日は
のんびり市も
開催だよ！

日時：12月13日（土）～12月21日（日）
冬を彩る越前水仙をさまざまな越前花器に活け
こみ、甘い香りが会場いっぱいに広がります。
13日 PM1：00～は水仙娘から水仙の無料配布や
草月流・井上和萠さんによる、出展花器へ活けこむ
デモンストレーションもあります。

水仙と越前花器の甘いささやき

陶芸村の黄色い

建物といえば

「心をいやす相談会」のご案内  

保健衛生課　☎34 ｰ 8710申込・問合せ先

12月22日（月）
午前9時30分～正午
織田保健福祉センター
（織田病院となり）

1人４５分程度
（秘密は厳守します）

無　料

千
せん

崎
ざき

　愛
あい

 さん（臨床心理士）

予約制（匿名でも可）

日　　時 カウンセラー

申し込み
場　　所

相談時間

料　　金

　「眠れない日が続いている」「ひどいストレスを感じている」「人間関係で悩ん
でいる」「気持ちが落ち込んでいる」などつらい気持ちを自分ひとりで抱えていま
せんか？カウンセラーと話をすることで、解決の糸口が見つかることもあります。
　お気軽にご相談ください。ご家族の皆さんの相談にも応じます。

子どもの発達相談や、スクールカウン
セラー、大人のストレス相談など幅広い
経験をもった臨床心理士が応じます。

言葉や発達がゆっくりだと思われるお子さんを対象にした個別相談会を実施しています。
お子さんの特性に合わせた支援を、こころの先生（心理相談員）と一緒に考えてみましょう。

お気軽にご参加ください。

社会福祉支援室　☎34 ｰ 8724申込・問合せ先

12月19日（金）  午後1時～4時
織田保健センター

臨床心理士

約30分～１時間の個別相談です

無　料

予約制

日　時 相談時間

場　所

スタッフ

料　金

申込み

★★「発達相談会」のお知らせ「発達相談会」のお知らせ★★

成人の健康診査のご案内成人の健康診査のご案内

結核は昔の病気ではありません。
国内で年間2万人以上が発生している、現代の病気です。

　結核は初期症状がかぜによく似ています。受診や診断が遅れると、重症化したり、治りにくくなっ
たり、周囲の人に感染させる危険が高くなったりします。
　せき、たん、胸痛、体重減少、微熱が 2週間以上続いたら、結核の疑いがあると考えて医療機関で
検査を受けるようにしましょう。

結核結核のの早期発見早期発見はは早期治療早期治療につながりますにつながります

実　施　日 会　　　　場 受付時間 健康
診査

肺がん・
結核検診

胃がん
検診

乳がん
検診

子宮頸
がん検診

12月17日（水） 織田コミュニティセンター

 8：30～　9：30 ●

　9：00～ 10：00 ● ●

13：00～ 14：00 ● ●

○健康診査を受けることができる人は、次の①～③に該当する人です。健診当日は健康保険証を必ず、ご持参くだ
さい。

　①越前町国民健康保険に加入している40歳～74歳までの人
②20歳から39歳までの職場などで健診を受診する機会のない人で、　町の健診を希望する人（必ず事前に申し込
んでください）

　③後期高齢者医療保険に加入している人で、町の健診を希望する人　（必ず事前に申し込んでください）
　上記以外の人は加入している医療保険によって異なりますので、各保険者へお問い合わせください。

○がん検診については医療保険に関係なく、職場などでがん検診を受診する機会のない人を対象に行っています。
　各検診日の3日前までに電話でお申し込みください。
　＊大腸がん検診の検便容器は、検診の受付時間にすべての会場で回収しています。
   ＊健康診査と同じ時間帯に、肝炎ウイルス検査および前立腺がん検診（血液検査）を実施しています。

健康増進室  ☎36－1375　　保健衛生課  ☎34－8710問合せ先

今年最後の健診です。
まだの人はぜひ受けましょう。
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値上げから生活リズム狂い出す 山谷　ゆり
雨の日のリズム歩幅が揃わない 司辻　文子

お彼岸に仏具磨いて母しのぶ 向當みつ子
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心が元気になることば

子
ど
も
を
信
じ
る

大
事
な
の
は
親
が

常
に
子
ど
も
を
信
頼
す
る
こ
と
で
す
。

そ
う
す
れ
ば
、
子
ど
も
の
ほ
う
は
、

ど
こ
か
で
自
制
心
が
働
き
、

き
ち
ん
と
ル
ー
ル
を
守
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

「
お
ま
え
は
い
い
子
だ
」
と
い
つ
も
言
わ
れ
て
い
る
と
、

そ
の
言
葉
の
快
い
響
き
に
自
尊
心
を
く
す
ぐ
ら
れ
、

ル
ー
ル
を
守
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
親
か
ら
不
信
感
を
持
た
れ
て
い
る
と
、

子
ど
も
は
復
讐
心
を
起
こ
し
ま
す
。

「
お
ま
え
は
悪
い
子
だ
」
と
言
わ
れ
る
と
、

「
も
っ
と
悪
い
子
に
な
っ
て
や
ろ
う
か
」
と
思
う
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、

「
私
た
ち
は
い
つ
も
お
ま
え
を
信
頼
し
て
い
る
か
ら
ね
」

と
子
ど
も
に
言
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

子育て子育て
アドバイスアドバイス
ko s o d a t e  

a d v i c e

こちらこちら
健康増進室健康増進室 みんなで予防！糖尿病みんなで予防！糖尿病

前回は、血糖値を上げやすい糖質「単純糖質」の目安についてお知らせしました。前回は、血糖値を上げやすい糖質「単純糖質」の目安についてお知らせしました。
今回は、今回は、血糖値を上げにくい食べ方をお知らせします。血糖値を上げにくい食べ方をお知らせします。

第9回

① 野菜（主に、緑黄食野菜）から摂取する
野菜から食べ始めると、野菜に含まれている食
物繊維が、胃や小腸での消化酵素の働きをゆっ
くりにしてくれます。消化管でのブドウ糖の吸収
が緩やかになるため、血糖値の急な上昇を防い
でくれるのです。野菜の中でも、緑黄色野菜は淡
色野菜に比べて食物繊維が豊富です。

② 時間をかけて食べる
よくかみ、ゆっくり食べること（１回の食事時間を
２０分以上）で、脳の満腹中枢を刺激します。そ
のため、少量でも満腹感を感じられ、食べ過ぎの
防止になります。

③ 単品食を避けましょう
おにぎり、お茶づけ、具の少ない麺類などを食べ
ると、消化吸収が早く、食後血糖が急激に上昇
し、すい臓からでるインスリン分泌のタイミング
がずれてしまいます。できるだけ、食物繊維やた
んぱく質を一緒にとりましょう。

④ 油脂と炭水化物の結合した食べ物は
 要注意
油と糖の組み合わせは、体内に脂肪を蓄積しや
すくし、インスリンをたくさん使います。
ポテトチップス、てんぷら、ケーキなどの食べ物
は量に気をつけましょう。（適量には個人差があ
ります。健康増進室までお問い合わせください）

⑤ アルコールは適量に　
アルコールは肝臓で代謝されます。その代謝
過程で出る代謝産物が、インスリンの働きを妨
害し、高血糖になります。また、アルコールは肝
臓で糖を作る仕事を妨害することがあります。
このため、低血糖もおこり、血糖値の上昇と下
降、両方の原因になります。治療中の人は、ア
ルコールの量を医師と相談してください。

一生に出せるインスリンの量は限られています。（個人差があります）
インスリンを長く大切に使っていくため、次のことに気をつけて、食事を楽しみましょう。

健康増進室　☎36 ｰ 1375問合せ先

12月の越前町関連の番組放送時間表
たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch）

◎「Jr. ＋（ジュニアプラス）」（再放送）
丹生高校男子ホッケー部
【12月21日（日）】
親子で作る手作りロボット
ロボコンジャパンカップ福井大会
【12月24日（水）】
朝日バレーボールスポーツ少年団
【12月28日（日）】
•9：00～、12：00～、19：00～、他

◎「越前町いきいき情報局」
みんなで交通安全　【12月6日（土）～12月19日（金）】
冬対策は万全に　【12月20日（土）～12月31日（水）】
•毎日　7：55～、12：55～、19：55～

※番組は予告なく変更されることがありますので、
　ご了承ください。
問合せ先  丹南ケーブルテレビ㈱　番組制作課
　　　　   ☎21－3277   Eメール：smiletv@t-catv.co.jp
　　　　   URL　http://www.t-catv.co.jp

◎「～丹南ふれあい百景～おたっしゃ珍道中」
師走の田吾作越前町で年越しの巻
【12月6日（土）～12月12日（金）】
•月～金・日曜日　10：00～、14：00～、16：00～、21：00～
•土曜日　　　　14：00～、16：00～、21：00～

◎「地域の様々な活動紹介 いきいき羅針盤」
ま～るく参画一座
【12月13日（土）～12月19日（金）】
•月～金・日曜日　10：00～、14：00～、16：00～、21：00～
•土曜日　　　　14：00～、16：00～、21：00～

◎「丹南キッズ～ことばのタイムカプセル～」（再放送）
朝日北保育所 ①　【12月30日（火）】
朝日北保育所 ②　【12月31日（水）】
• 9：10～、12：10～、19：10～

※その他の番組の放送予定は、電話またはホーム
ページでご確認ください。

★第9回越前町図書館本の帯
　　コンクール優秀賞受賞者★

　町内の小学3年生から中学2年生まで募集をしたとこ
ろ、1,054点の応募がありました。審査の結果、次の皆
さんが優秀賞に選ばれました。（順不同・敬称略）

また、優秀作品を各図書館で巡回展示いたします。

＜展示期間＞
平成26年12月 3 日（水）～ 13日（土）　町立図書館
平成26年12月17日（水）～ 27日（土）　宮 崎 分 館
平成27年 1 月 7 日（水）～ 17日（土）　越 前 分 館
平成27年 1 月21日（水）～ 31日（土）　織 田 分 館

小学校3年生

孝　久　林　檎 （朝 日 小 学 校）
南　部　優　莉 （朝 日 小 学 校）
小　松　龍　生 （四 ヶ 浦 小 学 校）
濵　野　孝　教 （城 崎 小 学 校）
森　川　　　空 （織 田 小 学 校）

小学校4年生

佐々木　　　稜 （朝 日 小 学 校）
髙　松　智　哉 （朝 日 小 学 校）
藤　井　乃　愛 （朝 日 小 学 校）
松　葉　　　葵 （糸 生 小 学 校）
小道世　羽　奏 （四 ヶ 浦 小 学 校）
荒　川　華　美 （城 崎 小 学 校）

小学校5年生

橋　本　かれん （朝 日 小 学 校）
山　本　紗　輝 （朝 日 小 学 校）
宮　永　萌　絵 （朝 日 小 学 校）
吉　田　晴　航 （朝 日 小 学 校）
親　崎　智　乃 （城 崎 小 学 校）
竹　内　瑞　葵 （城 崎 小 学 校）

小学校6年生

正　木　未　来 （朝 日 小 学 校）
藤　田　望　央 （朝 日 小 学 校）
小　松　愛　莉 （四 ヶ 浦 小 学 校）
島　田　侑　季 （城 崎 小 学 校）
竹　内　友　花 （城 崎 小 学 校）

中学校1年生

加　藤　真　章 （朝 日 中 学 校）
横　田　智　大 （朝 日 中 学 校）
谷　澤　稚　菜 （朝 日 中 学 校）
青　山　ひかり （朝 日 中 学 校）
高　原　愛　奈 （宮 崎 中 学 校）

中学校2年生

河　﨑　　　隆 （朝 日 中 学 校）
山　口　和佳奈 （朝 日 中 学 校）
藤　坂　菜　央 （朝 日 中 学 校）
宮　上　結　羽 （朝 日 中 学 校）
木　原　夏　紀 （宮 崎 中 学 校）
駒　野　真　白 （織 田 中 学 校）

無料古本市の開催無料古本市の開催
町立図書館の所蔵していた雑誌などを無償提供します。
期　間 12月6日（土）～ 23日（火）
場　所 越前町立図書館（カウンター前）
提供雑誌 平成24年4月号～平成25年3月号

オレンジページ、今日の健康、URALA、すてきに
ハンドメイド、趣味の園芸、婦人公論など
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実　施　日 場　　所 電話番号

12月 9 日（火） あ さ が お 保 育 園 34－1110

12月10日（水） 朝 日 中 央 保 育 所 34－0081

12月18日（木） 朝 日 西 保 育 所 34－5602

12月17日（水） 朝 日 北 保 育 所 34－1762

12月16日（火） 朝 日 南 保 育 所 34－1614

12月 9 日（火） 宮 崎 中 央 保 育 所 32－2067

12月24日（水） 小 曽 原 保 育 所 32－2039

毎 日 午 前 中 陶 の 谷 保 育 所 32－3014

毎 日 午 前 中 四 ヶ 浦 保 育 園 37－0305

常 時 西 徳 寺 保 育 園 37－1354

常 時 城 崎 南 保 育 所 39－1801

毎 日 午 前 中 織 田 保 育 所 36－0160

毎 日 午 前 中 た い ら 保 育 園 36－0251

毎 日 午 前 中 は ぎ の 保 育 園 36－0396

※時間・内容などについては、各保育所（園）にお問い合わせください。
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今
年
も
早
い
も
の
で
、
残
り
1
か
月
と
な

り
ま
し
た
。
12
月
は
大
掃
除
や
年
賀
状
の
準

備
な
ど
で
何
か
と
慌
し
い
た
め
、
毎
年
気
が

付
く
と
年
の
瀬
と
い
う
感
じ
で
す
。
早
め
に

準
備
し
よ
う
と
思
っ
て
い
て
も
、
ク
リ
ス
マ

ス
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
気
を
と
ら
れ
て
し
ま

い
、
大
晦
日
に
窓
ガ
ラ
ス
を
拭
い
て
い
る
こ

と
が
度
々
あ
り
ま
す
。
今
年
こ
そ
は
年
末
を

の
ん
び
り
と
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
今
か
ら
計

画
を
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
末
年
始
は
お
酒
の
機
会
が
増
え
、

積
雪
も
あ
る
た
め
、
交
通
事
故
が
多
発
す
る

時
期
で
す
。
最
近
も
私
の
同
級
生
の
母
親
が

交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
飲
酒
運
転
を
し
な
い
の
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
時
間
と
心
に
余
裕
を
持
っ
た
行

動
で
交
通
安
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

人口と世帯
（11月1日現在）

　

11
月
6
日
に
大
樟
漁
港
で
開
か
れ
た
、
今

年
の
越
前
が
に
の
初
競
り
で
の
一
コ
マ
で
す
。

　

午
後
5
時
の
鐘
の
音
と
と
も
に
売
り
子
の

勇
ま
し
い
声
が
会
場
に
響
き
渡
る
と
、
集
ま
っ

た
仲
買
人
や
地
元
関
係
者
、
マ
ス
コ
ミ
関
係

者
が
一
斉
に
売
り
子
の
周
り
に
集
結
し
、
競

り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
並
べ
ら
れ
た
越
前
が

に
は
瞬
く
間
に
競
り
落
と
さ
れ
、
次
々
と
ト

ラ
ッ
ク
へ
と
運
ば
れ
て
い
き
ま
し
た
。
初
日

の
水
揚
げ
量
は
ズ
ワ
イ
が
約
3
千
匹
、
セ
イ

コ
が
約
12
万
匹
と
い
う
こ
と
で
い
ず
れ
も
例

年
並
み
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

人　口 23,046人

　男 11,124人
　女 11,922人
世帯数 7,347戸

（前月より5人減）

なかよしひろば（園開放）なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

西
田
中　

飛
田

づ
子
さ
ん
（
90
歳
）

朝　

日　

後
藤　
　

一
さ
ん
（
66
歳
）

天　

王　

黒
﨑　

ぶ
ん
さ
ん
（
95
歳
）

下
糸
生　

和
田　

住
子
さ
ん
（
88
歳
）

小
曽
原　

山
内　

雅
幸
さ
ん
（
55
歳
）

小
曽
原　

山
内　
　

操
さ
ん
（
90
歳
）

江　

波　

渡
邉　

春
樹
さ
ん
（
74
歳
）

八
田
新
保　

増
田　

久
江
さ
ん
（
78
歳
）

八　

田　

下
宮
か
よ
子
さ
ん
（
59
歳
）

梅　

浦　

嘉
名　

清
子
さ
ん
（
103
歳
）

梅　

浦　

嘉
名　

雪
子
さ
ん
（
84
歳
）

小　

樟　

池
野
と
み
子
さ
ん
（
88
歳
）

小　

樟　

大
﨑
ふ
み
子
さ
ん
（
88
歳
）

道　

口　

壁
下　
　

俐
さ
ん
（
87
歳
）

道　

口　

川
﨑　

喜
春
さ
ん
（
76
歳
）

　

厨　
　

中
保　

秀
雄
さ
ん
（
89
歳
）

　

厨　
　

明
石
シ
ヅ
エ
さ
ん
（
90
歳
）

茂　

原　

山
本
ハ
ル
オ
さ
ん
（
103
歳
）

　

北　
　

北
島　
　

明
さ
ん
（
80
歳
）

　

辻　
　

小
辻
七
兵
衞
さ
ん
（
80
歳
）

平　

等　

山
田　

秀
夫
さ
ん
（
83
歳
）

大
王
丸　

上
坂　

瑞
季
さ
ん
（
20
歳
）

三　

崎　

佐
々
木
勝
治
さ
ん
（
90
歳
）

朝　

日 

三
田
村　

和か
ず

真ま

（
勝
明
、
男
）

上
川
去 

吉
田　

小こ

晴は
る

（
真
一
郎
、
女
）

気
比
庄 

山
本　

暖は
る

（
健
、
男
）

気
比
庄 

寺
前　

心ゆ

結い

（
浩
徳
、
女
）

田　

中 

森
下　

玲れ

奈な

（
直
大
、
女
）

乙　

坂 

清
水　

俊し
ゅ
ん

介す
け

（
英
一
、
男
）

樫　

津 

大
塚　

蓮は

月づ
き

（
朋
弘
、
女
）

　

宿 

山
田　

龍り
ゅ
う

聖せ
い

（
修
司
、
男
）

新　

保 

山
口　

真ま

央お

（
渉
、
女
）

米　

ノ 

小
瀧　

詠え
い

大た

（
雅
之
、
男
）

馬　

場 

相
馬　

遥は
る

斗と

（
和
之
、
男
）

赤
井
谷 

宮
原　

陸り
く

（
幸
男
、
男
）

細　

野 

竹
澤　

宏こ
う

星せ
い

（
常
史
、
男
）

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
1818

―
民
俗
芸
能　

編

―
民
俗
芸
能　

編
22
――

Ｅ
子 

お
祭
り
の
時
に
奉
納
さ
れ
る
芸
能
っ
て
お
も
し
ろ
い

で
す
ね
！

学
Ｋ 

そ
う
で
す
ね
。
地
区
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
明
神
ば
や
し
は
昭
和
46
年
に
、

福
井
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

う
ー
ん
。
ち
ょ
っ
と
頭
の
中
で
混
乱
し
て
き
た
の
で

す
け
ど
、
無
形
文
化
財
っ
て
色
々
種
類
が
あ
る
の
で

す
よ
ね
。
以
前
、Ｍ
さ
ん
に
き
い
た
越
前
焼
の
つ
く
り

方
も
、無
形
文
化
財
、で
す
よ
ね
？

学
Ｋ 

ち
ょ
っ
と
整
理
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

無
形
文
化
財
は
大
き
く
わ
け
る
と
、
音
楽
や
工
芸
技

術
な
ど
の
無
形
文
化
財
と
、
日
常
生
活
の
中
で
継
承

さ
れ
て
き
た
芸
能
や
祭
礼
、
風
俗
慣
習
な
ど
の
無
形

民
俗
文
化
財
の
2
種
類
に
わ
か
れ
ま
す
。

 

ち
な
み
に
芸
能
や
祭
礼
は
無
形
民
俗
文
化
財
で
す
が
、

演
じ
ら
れ
る
時
に
使
用
さ
れ
る
道
具
や
衣
装
は
、
有

形
民
俗
文
化
財
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

Ｅ
子 

細
か
い
！

学
Ｋ 

そ
う
で
す
ね
。

 

越
前
町
に
は
実
は
、
県
指
定
の
無
形
民
俗
文
化
財
に

な
っ
て
い
る
民
俗
芸
能
が
も
う
一
つ
あ
り
ま
す
。
お

隣
の
宮
崎
地
区
に
あ
る
柳
田
神
社
で
奉
納
さ
れ
る
八は

っ

田た

獅し

子し

舞ま
い

で
す
。

Ｅ
子 

獅
子
舞
で
す
か
！
私
も
神
社
で
見
た
こ
と
あ
り
ま
す

よ
〜
。
神
社
で
踊
っ
た
後
に
、家
に
ま
わ
っ
て
く
る
の

で
す
。
お
獅
子
さ
ん
に
頭
を
か
ん
で
も
ら
う
と
、頭
が

よ
く
な
る
の
で
す
よ
ね
！

学
Ｋ 

他
に
、健
康
で
一
年
が
す
ご
せ
る
と
も
、一
般
的
に
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　

と
こ
ろ
で
、
Ｅ
子
さ
ん
が
頭
を
か
ん
で
も
ら
っ
た
獅

子
舞
は
何
体
で
し
た
？

Ｅ
子 

何
体
？
人
の
足
が
4
本
見
え
た
か
ら
…
2
人
で
1
体

の
お
獅
子
さ
ん
を
演
じ
て
い
た
の
だ
と
思
う
の
で
す

け
ど
…
。
後
、笛
を
吹
い
て
い
る
人
が
何
人
か
一
緒
に

来
て
い
ま
し
た
。

学
Ｋ 

八
田
獅
子
舞
は
、3
体
の
獅
子
が
舞
い
ま
す
。

Ｅ
子 

え
！
3
体
も
お
獅
子
さ
ん
が
踊
る
の
で
す
か
！

学
Ｋ 

八
田
に
あ
る
柳
田
神
社
の
秋
祭
り
で
、「
悪
魔
払
い
の

舞
」 「
本
獅
子
の
舞
」 「
に
ら
み
の
舞
」 「
剣
の
舞
」 「
三

番
叟
の
舞
」 「
あ
が
き
の
舞
」
の
順
番
で
舞
を
奉
納
し

ま
す
。

Ｅ
子 

じ
ゃ
あ
、地
区
の
家
々
に
は
こ
な
い
の
で
す
か
？

学
Ｋ 

も
ち
ろ
ん
来
ま
す
よ
。

 

八
田
の
家
々
を
ま
わ
り
、邪
気
を
祓
う
た
め
に「
悪
魔

祓
い
の
舞
」 「
本
獅
子
の
舞
」 「
あ
が
き
の
舞
」を
奉
納

し
て
い
き
ま
す
。
子
ど
も
の
獅
子
舞
も
あ
る
そ
う
で

す
。

 
八
田
獅
子
舞
は
、
昭
和
61
年
に
福
井
県
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

Ｅ
子 
え
え
〜
見
た
ー
い
！

学
Ｋ 

残
念
な
が
ら
、
今
年
の
秋
祭
り
は
終
わ
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
か
ら
、
来
年
の
秋
祭
り
を
楽
し
み
に
し
ま

し
ょ
う
！

Ｅ
子 

は
い
！

学
Ｋ 

が
ん
ば
っ
て
早
起
き
し
ま
し
ょ
う
ね
！

Ｅ
子 

え
っ
！

学
Ｋ 

こ
の
獅
子
舞
が
奉

納
さ
れ
る
秋
祭
り

は
、
早
朝
か
ら
は

じ
ま
る
そ
う
で
す

よ
。

Ｅ
子 

え
え
〜
っ
！

昔
話
に
ふ
さ
わ
し
い
季
節

　

今
年
最
後
の
月
、
12
月
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
町

内
に
伝
わ
る
昔
話
を
い
く
つ
か
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
実
は
昔
話

に
は
語
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
、
時
間
、
日
と
い
う
も
の
が
あ
る

と
昔
か
ら
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

場
所
は
家
族
生
活
の
中
心
で
あ
っ
た
囲い

炉ろ

裏り

端ば
た

。
そ
し
て
時
間
は

夜
で
す
。
実
は
昼
に
昔
話
を
す
る
こ
と
は
、全
国
的
に
見
て
も「
し
て

は
い
け
な
い
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。「
昼
に
昔
話
を
す
る
と
、
天

井
裏
の
ね
ず
み
か
ら
小
便
を
ひ
っ
か
け
ら
れ
る
。
そ
の
小
便
が
目
に

入
る
と
目
が
見
え
な
く
な
る
。
だ
か
ら
昼
に
昔
話
を
し
て
は
い
け
な

い
」
と
い
う
言
い
伝
え
が
残
っ
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

語
り
手
が
、
聞
い
て
い
る
人
達
の
話
に
対
す
る
期
待
感
を
高
め
つ
つ
、

聞
く
こ
と
に
対
す
る
緊
張
感
を
持
た
せ
る
た
め
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
や
は
り
、
昼
は
働
く
時
間
で
あ
る
と
皆
が
考
え
て
い

た
の
で
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
昔
話
を
す
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
と
推
奨
さ
れ
た
日
が

あ
り
ま
し
た
。
庚こ

う

申し
ん

の
日
の
夜
と
正
月
の
前
日
の
、
大
晦
日
の
夜
で

す
。
庚
申
の
日
の
夜
は
、眠
る
と
体
か
ら
三さ

ん

尸し

の
虫
が
抜
け
出
て
、日

頃
の
行
い
を
天
帝
（
地
域
に
よ
っ
て
は
閻
魔
大
王
）
に
告
げ
に
行
く

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
々
は
こ
れ
を
お
そ
れ
一
晩
中
起
き
て
三
尸

の
虫
が
体
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
を
防
が
な
く
て
は
い
け
な
い
、
と
考

え
て
い
ま
し
た
。
町
内
で
は
現
在
は
徹
夜
で
起
き
て
い
る
こ
と
は
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
12
月
や
2
月
に
庚
申
講
と
し
て
人
々
が
集
ま
っ

て
会
合
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。「
大
歳
の
火
」や「
年
取
り
男
」の
よ
う

に
昔
話
の
物
語
に
も
登
場
す
る
大
晦
日
は
、
次
の
日
、
正
月
が
仕
事

休
み
の
日
で
す
か
ら
、
夜
更
か
し
し
て
話
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
た

の
で
し
ょ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
聞
き
手
に
も
ち
ゃ
ん
と
役
割
は
あ
り
ま
す
。
語
り
手
が

う
ま
く
話
せ
る
よ
う
に
、あ
い
づ
ち
を
打
た
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

雨
田
光
平
記
念
館　

学
芸
員　

小
辻
陽
子

『宮崎村誌別巻』より
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※
休
日
当
番
医
の
診
療
時
間
は
、
9：
00
～
17
：
00
で
す
。
都
合
に
よ
り
医
療
機
関
が
変
更
に

　
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
前
に
電
話
や
新
聞
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
月

火
水

木
金

土

12 ／ 1

結
婚
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

2
離
乳
食
教
室

9：
30
～
12
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

3
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

4
特
設
人
権
相
談

9：
00
～
16
：
00

（
役
場
別
館
）

5
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

6

7

【
休
日
当
番
医
】

伊
部
病
院

☎
34
-0
22
0

8
結
婚
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

9
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

10
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
梅
浦
））

11
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

12
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

13

14

【
休
日
当
番
医
】

橘
医
院

☎
36
-0
01
5

15
結
婚
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

16
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
萩
野
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
）

３
歳
児
健
診

13
：
30
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
梅
浦
））

17
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
越
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

18
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（越
前町

生涯
学習

セン
ター

糸生
分館

）

19
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
樫
津
隣
保
館
）

心
配
ご
と
相
談
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ミ
ュ
ニ
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ィ
セ
ン
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セ
ン
タ
ー
）

20

21
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や
ざ
き
A・
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・R
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ェ
ス
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：
00
～

（
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

【
休
日
当
番
医
】

藤
田
病
院

☎
34
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4
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結
婚
相
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：
00
～
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：
00
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前町
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（西
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））

心
を
い
や
す
相
談
会

9：
30
～
12
：
00

（
織
田
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

23
天
皇
誕
生
日

【
休
日
当
番
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】

整
形
外
科
大
城
医
院

☎
32
-3
50
0

24
子
育
て
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30
～
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福祉
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ター
（西

田中
））

25
26
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町
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福祉
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（西
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））

27

28

【
休
日
当
番
医
】

長
田
内
科
胃
腸
科
医
院

☎
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-2
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4

29

【
休
日
当
番
医
】

藤
田
病
院

☎
34
-0
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4

30

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

31

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

1 ／ 1

元
　
旦

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

2

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

3

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

（携帯電話用） （スマートフォン用）
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